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母児同室制と疲労の関連
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　はじめに
　母児同室制は、母乳栄養促進・育児技術習得の効果
等、母子相互作用に関する利点が重要視され普及して
きている。当院でも、母児同室制を取り入れ、現在に
至っている。
　しかし、臨床の場面において、母児同室制開始後に
褥婦から、睡眠不足や倦怠感の訴えが多く、疲労に対
する授助の必要性を実感する日々である。そこで、産
後の疲労の経過及び褥婦の意識調査をもとに、疲労の
原因とその対策について考察したので報告する。
　方法と対象
く母指同室群〉
調査期間
調査施設
調査対象
調査方法
アンケート内容1
平成2年6月22日～8月23日
東京医科大学病院　産科病棟
経膣分娩の褥婦5α列
平均年齢　初産婦　30．6歳
　　　　　経産婦　28．4歳
アンケート調査
　　　母児同室制に関する意識・実態
　　　調査
　　1）分娩後2時間
　　2）母児同室開始前
　　3）退院前
　2．自覚症状調べ（産業疲労研究会）
　　　分娩後2時間及び産褥1～5日
　　　目の毎日就寝時
〈母児異室群〉
　調査期間　　平成2年6月26日～8月17日
　調査施設　　静岡県立総合病院　産科病棟
調査対象　　経腔分娩の褥婦50例
　調査方法　　アンケート調査
　アンケート内容　自覚症状調べ（産業疲労研究会）
　　　　　　　　　分娩後2時間及び産褥1～5日目
〈自覚症状調べについて〉
　疲労の自覚症状を1～皿群に分類し、1群は身体的
症状を表す「眠けとだるさ」、皿群は精神的症状を表す
「注意集中の困難i」、皿群は1群皿群に比べ解釈に困
難な、局所的症状を表す「局在する身体異和感」を示
す（表1）。各群とも、10項目の訴え数の平均個数を
グラフに表す　　（図1、5－1、5－2）。
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図1　母児同室群・異室群の自覚症状調べ
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　一般に、母上同室制実施により、疲労は増強すると
言われる。そこでまず、母上同室制と異室制における
疲労の自覚症状調べを比較した。図1で示すように、
母児同室制と異室制の疲労度は、同室制の方が、1・
皿・皿群のいずれも一時増加はするが、その後は横ば
い又は、減少の経過をたどることがわかる。
　次に母児同室制実施後の感想について述べる。図2に
示すように、同室制を良いと答えた者は90％に達して
おり、「良い」と答えた理由としては、
授乳にてこずる
赤ちゃんがぐずる
8回／日の授乳
睡眠不足
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分娩の疲れが取れない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「児への愛着面会人が多い
が増した」が大多数であった。これは、臨床において、児が側にいることが気
母児同室制は母性意識向上の効果が高いことを示唆し　になる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会陰切開の痛みている。先に述べたように、母児同室制開始後も疲労
が増加し続けないことは、母性意識向上による疲労部屋の三三
の自覚緩和が関連していると思われる。　　　　　　回　診
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導が多い
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図2　母児同室制実施後の感想
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図3　母児同室制を「良い」と答えた理由
　次に、産後の疲労の原因について述べる。最も回答
数が多いのは「睡眠不足」であり、ついで「会陰切開
の痛み」「1日8回の授乳」「赤ちゃんがぐずる」「授
乳に手こずる」の順となっている（図4）。
図4　産後の疲労の原因
　産後の疲労と原因の関連について考察する。疲労の
原因の訴えで多いもののうち、身体的苦痛である「睡
眠不足」について考える。図5－1からもわかるように、
1群では、睡眠不足を訴えなかった者は、疲労の回復
が急激となっている。これに対し、睡眠不足を訴えた
者は、同室開始後より疲労度は増加し、回復も遅くな
っている。また、皿群・平群についても、睡眠不足を
訴えた者の方が疲労度は高いといえる。これは、同室
制実施により、睡眠という基本的欲求が満たされない
ことが、疲労増加の大きな要因となっているためと考
えられる。
　次に疲労の原因のうち、育児に関する「1日8回の
授乳」について考える。当院では、同室開始前は、日
中のみの5回授乳で、同室開始の産褥2日目からは8
回授乳を実施している。図5－2からわかるように、訴え
た者は同室開始後よりH群が増加している。1群・皿
群においては差はみられず、同室開始による影響は少
ないといえる。
　このことは、授乳に不慣れな時期に授乳回数が増え、
休息時間が短縮し精神的疲労を強める要因となってい
る。
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　まとめ
　1．母児同室制と異室制を比較すると、同室制の方
が疲労度は高い。しかし、母児同室制開始後、疲労は
増加するが、ある時期を過ぎると、横ばいまたは減少
傾向になる。
　2．母児同室制の疲労の主なる原因として、基本的
欲求充足の障害、育児知識・技術の未熟がある。
　3．疲労の自覚緩和には、母児同室制の利点である、
母性意識向上が大きく関与する。
　4．母児同室制を効果的に実施するには、休息への
援助、苦痛緩和を図った上で、個別性を考慮した指導、
援助を行う必要がある。
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図5－2　産後の疲労と原因の関連
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